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十
月
は
「
住
生
活
月
間
」
で
す
。
長
崎
県
と
長
崎
県
ゆ
と
り
あ
る
住
ま

い
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
主
催
す
る
「
二
〇
一
三
ま
ち
づ
く
り
総
合
住
宅

フ
ェ
ア
」
に
、（
一
社
）
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会
と
建
設
長
崎
が
協
賛

し
、
長
崎
会
場
・
佐
世
保
会
場
で
木
工
教
室
や
棟
上
げ
の
実
演
、
丸
太
切

り
・
釘
打
ち
競
争
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
ま
し
た
。

長
崎
会
場

十
月
二
十
六
日
㈯
か
ら
二
十

七
日
㈰
の
二
日
間
、
夢
彩
都
横

の
「
お
く
ん
ち
広
場
」
に
て
、

二
〇
一
三
ま
ち
づ
く
り
総
合
住

宅
フ
ェ
ア
（
長
崎
会
場
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
「
地
球
環
境
に
や
さ

し
い
木
材
の
地
産
地
消
」
を

テ
ー
マ
に
会
場
内
で
は
釘
打
ち

競
争
、
丸
太
切
り
競
争
、
ク
イ

ズ
大
会
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
、

ち
び
っ
子
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
長

崎
県
中
小
建
設
業
協
会
は
建
設

長
崎
と
合
同
で
、
上
棟
式
や
も

ち
ま
き
、
木
造
軸
組
み
を
用
い

て
の
木
造
耐
震
実
演
を
行
い
、

特
に
、
も
ち
ま
き
の
と
き
は
多

く
の
来
場
者
の
注
目
を
集
め
ま

し
た
。

ま
た
、
出
店
ブ
ー
ス
で
は
、

親
子
で
楽
し
め
る
木
工
教
室
と

し
て「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
」

を
作
製
。

午
前
中
は
少
な
か
っ
た
来
客

も
午
後
か
ら
は
多
く
の
親
子
連

れ
が
集
ま
り
、
協
会
員
・
組
合

員
さ
ん
と
一
緒
に
、
小
さ
な
子

供
さ
ん
が
楽
し
そ
う
に
カ
ナ
ヅ

チ
で
釘
を
打
つ
音
で
ブ
ー
ス
内

は
賑
わ
い
、
両
日
と
も
準
備
し

て
い
た
材
料
は
、
受
付
終
了
前

に
完
売
す
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

今
回
、
台
風
の
進
路
に
よ
っ

て
は
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
両
日
と
も
快
晴
に
恵
ま
れ
、

多
く
の
市
民
で
賑
わ
う
な
か
、

協
会
や
組
合
の
存
在
を
十
分
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た

二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

佐
世
保
会
場

十
月
十
三
日
㈰
、
佐
世
保
市

島
の
瀬
公
園
で
「
住
ま
い
・
る

フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
三
イ
ン
佐
世

保
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
長
崎
で
は
、
佐
世
保
支

部
協
会
と
官
公
需
業
者
会
の
会

員
の
方
々
に
協
力
を
い
た
だ
き
、

出
展
団
体
の
一
つ
と
し
て
参
加
。

建
ち
家
の
実
演
、
竹
細
工
・
す

の
こ
作
成
、
丸
太
切
り
競
争
、

釘
打
ち
競
争
等
を
行
い
ま
し

た
。ス

テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
釘
打

ち
や
丸
太
切
り
競
争
で
は
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方
が

参
加
し
、
中
に
は
本
職
顔
負
け

の
早
さ
の
方
も
い
る
な
ど
、
大

い
に
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。し

か
し
や
は
り
会
場
で
最
も

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
イ
ベ
ン

ト
は
餅
ま
き
で
す
。
こ
の
時
ば

か
り
は
我
先
に
餅
を
拾
お
う
と

す
る
沢
山
の
人
た
ち
で
会
場
が

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
今
回
の

住
宅
フ
ェ
ア
、
会
場
に
訪
れ
た

多
く
の
方
々
に
、
建
設
長
崎
を

少
し
は
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

全
建
総
連
中
央
執
行
委
員
長

巻
田
氏
か
ら
三
浦
氏
へ
（
山
形
県
連
）

十
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま

で
、
鳥
取
県
米
子
市
で
全
建
総

連
第
五
十
四
回
定
期
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
初
日
は
台
風
の
影
響
で

代
議
員
の
出
席
者
総
数
が
大
会

の
成
立
要
件
に
満
た
ず
、
急

き
ょ
議
事
日
程
を
変
更
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

建
設
長
崎
か
ら
は
九
名
の
代

議
員
を
含
む
十
六
名
が
参
加
。

巻
田
中
央
執
行
委
員
長
が

「
若
年
技
能
後
継
者
が
激
減
し

て
い
る
。
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

は
歓
迎
さ
れ
る
一
方
、
現
場
で

は
社
会
保
険
未
加
入
の
事
業
所

対
策
が
進
ん
で
い
る
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
準
備
で
職
人
不
足
や

復
興
が
遅
れ
て
は
い
け
な
い
」

と
挨
拶
。

知
事
、
各
政
党
の
代
表
な
ど

来
賓
か
ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
た

後
、
五
十
三
年
度
の
経
過
報
告
、

財
政
決
算
報
告
と
五
十
四
年
度

運
動
方
針
案
、
会
計
予
算
案
が

提
案
さ
れ
一
日
目
を
終
了
し
ま

し
た
。

二
日
目
は
再
度
、
資
格
審
査

が
行
わ
れ
代
議
員
総
数
七
九
八

名
中
七
四
三
名
が
出
席
し
、
執

行
部
、
組
合
員
参
加
者
を
含
め

て
一
、
一
九
九
名
で
大
会
の
成

立
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
本
会
議
を
行
い
、

午
後
か
ら
組
織
対
策
や
、
技
術

対
策
、
住
宅
対
策
な
ど
十
の
分

科
会
に
分
か
れ
て
討
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
建
設
長
崎
の
佐
藤

圭
介
代
議
員
は
第
一
分
科
会

（
社
会
保
障
対
策
）
の
議
長
を

務
め
ま
し
た
。

大
会
三
日
目
は
各
分
科
会
の

報
告
が
あ
り
五
十
四
年
度
運
動

方
針
案
と
会
計
予
算
案
が
採
決

さ
れ
、「
組
織
拡
大
で
建
設
国

保
を
守
り
、
賃
金
・
単
価
を
引

き
上
げ
、
若
者
に
魅
力
あ
る
建

設
産
業
を
め
ざ
そ
う
」
を
メ
イ

ン
に
し
て
、
健
保
適
用
除
外
制

度
の
見
直
し
、
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
勝
利
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
創
設
・
拡
充
な

ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
。

組
合
運
動
に
貢
献
さ
れ
た
六

十
二
名
の
退
任
役
員
に
対
し
て

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
役
員
選
出
で
は
中

央
執
行
委
員
長
の
巻
田
幸
正
氏

に
代
わ
っ
て
三
浦
一
男
氏
（
山

形
県
連
）
が
就
任
。
建
設
長
崎

の
相
川
委
員
長
は
中
央
執
行
委

員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
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労働災害の撲滅をはかり
健康で安心して働ける
職場づくりに邁進しよう

22001133ままちちづづくくりり 総総合合住住宅宅フフェェアア

組織拡大で建設国保を守り、若者に魅力ある建設産業をめざそう

第54回 全建総連大会
――鳥取県米子市に、1，199名が集う――

建
ち
家
の
実
演
・
親
子
木
工
教
室

建建
ちち
家家
のの
実実
演演
・・
親親
子子
木木
工工
教教
室室

ガガ
ーー
デデ
ニニ
ンン
ググ
チチ
ェェ
アア
製製
作作
・・
くく
ぎぎ
打打
ちち
競競
争争

大大
盛盛
況況
‼‼

11

ガーデニングチェア製作・長崎会場

くぎ打ち競争・佐世保会場建ち家の実演・佐世保会場

全建総連大会で挨拶する前巻田中央執行委員長
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秋
空
の
も
と
組
合
員
・
家
族
八
二
八
名
が
集
う

前
日
の
曇
り
空
か
ら
一
転
、
さ
わ
や
か
に
晴
れ
渡

る
秋
空
の
も
と
「
建
設
長
崎
・
大
運
動
会
」
が
十
月

二
十
日
㈰
に
長
崎
市
琴
海
長
浦
町
の
「
琴
海
中
部
グ

ラ
ン
ド
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
気
に
恵
ま
れ
、

県
下
各
地
か
ら
大
勢
の
組
合
員
・
家
族
の
参
加
で
各

競
技
と
も
賑
わ
い
ま
し
た
。

前
田
副
委
員
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
の
後
、
長
崎
市
内
青
年
部

の
手
に
よ
る
大
会
旗
が
入
場
、

メ
イ
ン
ポ
ー
ル
に
掲
揚
さ
れ
秋

の
風
に
な
び
い
て
い
ま
し
た
。

大
会
実
行
委
員
長
の
相
川
委

員
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
そ

の
後
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ
・
紹

介
、
昨
年
の
優
勝
旗
と
ト
ロ

フ
ィ
ー
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

選
手
宣
誓
で
は
、
大
村
支
部
青

年
部
長
の
上
村
部
長
が
力
強
い

誓
い
を
た
て
ま
し
た
。
そ
の
後
、

北
村
副
委
員
長
か
ら
競
技
上
の

注
意
事
項
が
説
明
さ
れ
、
ラ
ジ

オ
体
操
で
参
加
者
全
員
が
身
体

を
ほ
ぐ
し
競
技
開
始
と
な
り
ま

し
た
。

最
初
に
幼
稚
園
、
小
学
生
に

よ
る
徒
競
走
に
始
ま
り
、
二
百

メ
ー
ト
ル
走
、
技
能
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
な
ど
各
種
競
技
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
各
種
対
抗

リ
レ
ー
予
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

運
動
会
の
楽
し
み
は
、
お
昼

の
時
間
に
も
や
っ
て
き
ま
す
。

各
支
部
の
テ
ン
ト
で
は
、
お
に

ぎ
り
を
ほ
お
張
り
な
が
ら
、
親

睦
を
深
め
る
和
や
か
な
光
景
が

目
に
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
建

設
長
崎
職
人
太
鼓
の
皆
さ
ん
に

よ
る
、
太
鼓
の
演
奏
披
露
が
行

な
わ
れ
、
大
き
な
拍
手
が
起

こ
っ
て
い
ま
し
た
。
恒
例
の
福

引
も
次
々
と
特
賞
の
当
選
が
放

送
さ
れ
大
盛
況
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
子
供
達
の
玉

入
れ
競
争
で
は
じ
ま
り
、
赤
組
、

白
組
に
分
か
れ
て
の
大
接
戦
と

な
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
ム
カ

デ
競
走
、
飴
食
い
競
走
、
け
つ

圧
競
走
な
ど
各
種
競
技
が
行
わ

れ
、最
後
に
、支
部
対
抗
の「
男

女
混
合
リ
レ
ー
」
そ
し
て
「
支

部
対
抗
リ
レ
ー
」
で
は
、
選
手

の
皆
さ
ん
の
一
生
懸
命
が
ん
ば

る
姿
に
、
そ
れ
ぞ
れ
応
援
に
熱

が
入
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

全
て
の
競
技
が
終
了
し
表
彰

式
の
後
、
相
川
執
行
委
員
長
が
、

「
皆
さ
ん
の
今
日
の
元
気
を
、

組
織
拡
大
に
生
か
し
て
ほ
し

い
。」
と
講
評
し
、
丸
田
副
委

員
長
が
、「
厳
し
い
今
こ
そ
団

結
し
て
運
動
の
推
進
を
図
ろ

う
」
と
、
閉
会
。
最
後
に
、
清

水
県
議
の
音
頭
で
元
気
良
く

「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
を
三
唱

し
て
運
動
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

13
長崎
動動会会

▲主催者あいさつ
相川執行委員長

▲走るよ、走るよ

▲集まれ元気っ子。ウチワ合せてゴール

▲二人で仲良く

▲▲一一番番だだ。。ババンンザザイイ

▲▲選選手手宣宣誓誓 大大村村支支部部 上上村村青青年年部部長長

▲市内青年部代表が高々と「大会旗」を掲げ、入場

▲お菓子を配る来賓の皆さん

▲走れ！ 50m走

▲お菓子も
らって良か

ったネ。

▲幼稚
園、小

学生の
玉入れ

競争

▲全員集合！ どのお菓子をもらおうかな？

▲スノコ作りは本職だ、任せろ？

▲なかなか釣れないなぁ～

▲福引競争、中身は？
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平
成
二
十
五
年
度

長
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会
開
催

ギ
タ
ー
和
尚
の
お
元
気
説
法

十
月
二
十
三
日
㈬
午
後
一
時

か
ら
諫
早
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

に
於
い
て
長
崎
県
産

業
安
全
衛
生
大
会
を

開
催
。

こ
の
安
全
大
会
は

平
成
十
一
年
か
ら
、

長
崎
労
働
局
が
後
援

で
長
崎
県
労
働
災
害

防
止
団
体
連
絡
協
議

会
（
一
〇
団
体
）
の

主
催
で
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
建
設
長
崎

か
ら
も
代
表
者
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
県
下
各

地
の
各
会
社
か
ら
総
勢
四
一
〇

名
が
参
加
し
、
講
演
を
長
崎
労

働
局
健
康
安
全
課
長
の
「
12
次

防
に
お
け
る
安
全
衛
生
対
策
」

の
講
説
や
、
上
天
草
市
・
向
陽

寺
住
職
渡
辺
紀
生
氏
の
大
変
珍

し
い
ギ
タ
ー
を
片
手
に
歌
う
、

お
元
気
説
法
は
参
加
者
を
和
ま

せ
ま
し
た
。

こ
の
安
全
衛
生
大
会
を
契
機

に
各
事
業
所
で
安
全
に
対
す
る

姿
勢
を
正
し
労
災
事
故
の
撲
滅

に
邁
進
す
る
事
を
お
互
い
確
認

し
合
い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

（
石
田
）

20
建設
大大運運

◎支部対抗リレー

優勝 諫早支部
3位 佐世保中央支部 2位 浦上東支部

◎男女混合対抗リレー

優勝 佐世保中央支部
3位 西彼支部 2位 大村支部

福
引
特
賞
豪
華
賞
品
が
当
り
ま
し
た

北
松
支
部池

本

勇
さ
ん

平
戸
支
部米

倉

静
男
さ
ん

佐
世
保
東
支
部

丸
田

政
洋
さ
ん

浦
上
西
支
部片山

聡
洋
さ
ん

和太鼓の響

ど
な
た
で
も
見
学
で
き
ま
す
。

和
太
鼓
が
結
ぶ
人
の
絆
と
心
の
絆

料無
と

き：

十
一
月
二
十
四
日
㈰

午
後
二
時
開
演

と
こ
ろ：

県
立
シ
ー
ボ
ル
ト
校

大
講
義
室

場入

▲▲足足並並みみ揃揃ええてて、、イイチチ、、ニニ、、イイチチ、、ニニ

▲今年初の男女混合各支部対抗リレー

各各
競競
技技
とと
もも

笑笑
顔顔
でで
熱熱
戦戦

▲職人太鼓演奏
披露

▲飴食い競走
私たちのおしろいの乗りはどう？

お昼の時間に

▲膨らますことと割ることは任せて！
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電動工具の買い取り・引き取り・処分引き受けます

下記ブログの商品を一部ご紹介‼
発電機、ウィンチ、スライド丸のこ、高圧エアーホースetc.

遠方の方は特に、まず、お電話下さい！！

日
陰
に
い
る
と
肌
寒
さ
を
感

じ
る
十
月
二
十
七
日
㈰
、
諫
早

支
部
で
は
森
山
よ
ら
ん
ね
祭
り

に
協
賛
し
、
二
十
八
名
の
参
加

で
森
山
ふ
れ
あ
い
広
場
に
お
い

て
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
諸
事
情
に
よ

り
毎
年
参
加
し
て
い

た
役
員
の
方
々
が
来

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

準
備
の
段
階
か
ら
若

干
慌
し
い
流
れ
と
な

り
ま
し
た
が
、
他
の

参
加
者
や
青
年
部
の

協
力
を
得
な
が
ら
、

「
そ
れ
絶
対
使
っ
て

い
な
い
で
し
ょ

う
？
」
と
い
う
よ
う

な
錆
び
れ
た
包
丁
も

何
と
か
使
え
る
程
度

ま
で
研
ぎ
上
げ
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
青

年
部
の
発
案
で
木
工
販
売
を
行

い
予
想
以
上
の
盛
況
で
殆
ど
売

り
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
主
婦
会
の
皆
さ
ん
に

も
多
数
参
加
を
頂
き
な
が
ら
賃

金
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
の
宣
伝
活

動
や
、
お
昼
の
準
備
、
受
付
な

ど
の
ご
協
力
を
頂
い
て
無
事
に

終
了
し
た
後
、
樋
口
支
部
長
の

作
業
場
に
場
所
を
移
し
、
参
加

者
で
反
省
会
を
行
い
な
が
ら
一

日
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

当
日
及
び
事
前
準
備
に
ご
協

力
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
村
上
昌
也
）

鹿
町
分
会
で
は
、
十
月
二
十

七
日
㈰
に
、
鹿
町
文
化
祭
に
協

賛
し
、
包
丁
研
ぎ
を
行
い
ま
し

た
。会

場
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
、
会
館
内

で
は
中
学
校
の

合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
が
開
催
さ
れ
、

に
ぎ
や
か
な
文

化
祭
と
な
り
ま

し
た
。

今
年
で
七
回

目
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
常
連

の
方
を
含
め
、

た
く
さ
ん
の
包

丁
を
持
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

中
に
は
一
人
で

八
本
の
包
丁
を

持
っ
て
来
ら
れ

る
方
も
い
て
、
朝
か
ら
受
付
は

大
混
雑
。
午
前
中
は
休
む
間
も

な
く
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら

一
生
懸
命
に
研
い
で
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
鎌
や
鉈
は
お
断
り
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
包
丁
だ

け
で
研
い
だ
数
は
、
二
百
三
十

六
本
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
商
工
会
の
青
年
部
と

と
も
に
、
会
場
の
片
づ
け
を
手

伝
い
、
組
合
員
の
作
業
場
で
打

ち
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。
一
日

お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
渕
上
）

「
よ
ら
ん
ね
祭
り
」
住
宅
デ
ー

「
鹿
町
文
化
祭
」
住
宅
デ
ー

研
い
だ
包
丁
二
三
六
本

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

出
口

仁
美

近
藤

生
喜

萩
原

正
清

松
田

直

川
久
保

豊

中
野

芳
行

湯
村

保

前
田

修
一

田
中

誠
次

川
尻

誠

田
中

祐
二

坂
中

善
男

和
田

茂
史

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

高
谷

義
信

樋
口

義
雄

木
下

忠
明

田
崎

義
光

石
丸

久

石
丸

直
孝

増
田

長
年

村
上

昌
也

辻

継
則

辻

清
二

高
石

豊
晴

松
崎

雅
之

曽
根

豊
次

前
田

稔

前
田

克
典

木
村

英
和

森
田

友
喜

苑
田

哲
男

高
谷
テ
ル
子

石
丸

順
子

増
田
シ
ズ
子

前
田

一
恵

渡
辺
智
恵
子

辻

百
合
子

田
崎
多
美
子

上
町

和
子

酒
井

智
子

苑
田

栄
子

相
川

哲
男

田
上

一
郎

十
月
六
日
㈰
、
佐
世
保
中
央

支
部
で
は
二
年
ぶ
り
と
な
る
釣

り
大
会
を
晴
天
の
中
開
催
。

数
日
前
に
は
台
風
が
近
づ
い

て
き
て
お
り
、
そ
の
影
響
で
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
釣

り
に
行
き
た
い
と
い
う
皆
の
執

念
が
実
り
台
風
を
も
押
し
の
け

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

午
前
七
時
、
参
加
者
総
勢
二

十
八
名
が
船
組
と
イ
カ
ダ
組
に

別
れ
大
物
・
大
漁
を
夢
見
て
い

ざ
出
港
。
ほ
ど
な
く
し
て
最
初

の
ポ
イ
ン
ト
に
到
着
す
る
と
、

皆
さ
ん
待
っ
て
い
ま
し
た
と
ば

か
り
に
早
速
釣
り
を
開
始
。

す
る
と
直
ぐ
に
当
た
り
が
あ

り
、
一
匹
目
が
つ
り
上
げ
ら
れ

た
の
を
皮
切
り
に
、
次
々
と
魚

が
釣
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
更
な
る
釣
果
を
期
待
し
ポ

イ
ン
ト
を
数
回
変
え
ま
し
た
が
、

時
折
型
の
い
い
ア
ジ
や
小
さ
な

タ
イ
が
釣
れ
る
く
ら
い
で
、
ほ

ぼ
小
ぶ
り
の
ア
ジ
ば
か
り
し
か

釣
れ
な
い
状
況
に
「
今
日
は
昼

の
刺
身
用
の
魚
は
釣
れ
ん
ば
い

ね
」
と
若
干
の
諦
め
モ
ー
ド
。

お
昼
に
は
、
船
組
、
イ
カ
ダ

組
が
合
流
し
皆
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
囲
み
午
前
中
の
釣
果

や
状
況
を
報
告
し
あ
い
な
が
ら

和
や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。
お

腹
も
満
た
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
意

気
込
み
も
新
た
に
、
大
物
を

狙
っ
て
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
。

し
か
し
思
惑
通
り
に
は
い
か
ず
、

昼
か
ら
は
殆
ど
釣
れ
な
い
ま
ま

に
、
午
後
二
時
名
残
惜
し
く
も

納
竿
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

釣
り
大
会
は
大
物
こ
そ
釣
れ
な

か
っ
た
も
の
の
、
味
の
い
い
ア

ジ
が
百
匹
近
く
釣
れ
て
い
る
家

族
も
い
て
、
秋
晴
れ
の
爽
や
か

な
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。港

に
帰
る
と
今
日
の
残
念
な

釣
果
を
気
の
毒
に
思
わ
れ
た
の

か
船
長
さ
ん
か
ら
粋
な
お
土
産

を
そ
れ
ぞ
れ
に
い
た
だ
き
皆
さ

ん
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

青
年
部
の
発
展
誓
い
、
開
催
。

本
部
青
年
部
は
、
十
一
月
二

日
㈯
に
「
割
烹
こ
じ
ま
」
で
幹

事
会
兼
交
流
会
を
二
十
七
名
で

開
催
。

幹
事
会
の
主
な
議
題
は
、
青

年
層
の
組
織
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
と
青
年
技
能
競
技
大
会

の
参
加
者
数
を
増
や
す
取
り
組

み
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

会
議
終
了
後
は
、
引
き
続
い

て
交
流
会
に
移
り
ま
し
た
が
、

翌
日
は
部
位
別
説
明
会
が
あ
り
、

最
初
は
お
酒
を
控
え
め
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
や
は
り
同
世
代

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
話
に
花

が
咲
い
て
つ
い
つ
い
飲
み
す
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
本
部
青

年
部
幹
事
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

北
村

亮
樹

山
下

洋
二

材
木

賢
一

村
上

昌
也

伊
東

秀
政

方
山

栄
治

寺
田

郁
実

小
泉

祐
一

中
尾

亮

北
山

薫

向
井

文
康

石
丸

直
孝

林

崇

上
村

良
一

副
島

具
巳

木
之
田
亮
二

瀬
尾

友
謙

和
田

茂
史

海
津

隆
就

松
田

隆
人

木
村

英
和

比
嘉

誠

澤
山

浩
一

山
崎

凌

松
園

俊
輔

小
野

猛
範

立
野

靖
也

相
川

哲
男

田
上

一
郎

釣
り
大
会

豊
漁
、
夢
に
終
わ
る

建
設
長
崎

教
宣
部
よ
り

建
設
長
崎
教
宣
部
で
は
、
組

合
員

家
族
の
声
を
で
き
る
だ

け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
仕
事
・
生
活
の
こ
と
や
、
身

近
な
楽
し
い
た
よ
り
な
ど
投
稿

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
教
宣
部
（
新
聞
）
に
つ

い
て
何
か
ご
意
見
ご
要
望
等
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
ハ
ガ
キ
に
て
お

願
い
し
ま
す
。

当店のブログで商品紹介をご覧下さい。
http://seikatusupport.blog104．fc2．com/
※倉庫の片付け処分、買い取り好評を得ております‼

★普通のリサイクル店とは違う‼ ☆工具で質貸しします�
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(0956) 49-3321
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《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

の
支
部
窓
口
に
お
い
て
被
保

険
者
証
を
提
示
し
、
申
請
書

（
様
式
第
一
号
）
に
領
収
書

等
を
添
え
申
請
す
る
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

予
防
接
種
を
受
け
た
日
の

属
す
る
月
の
末
日
か
ら
起
算

し
て
六
ヵ
月
以
内
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
被
保
険
者
証
、
②
予
防
接

種
の
費
用
と
わ
か
る
領
収
書

及
び
明
細
書
等
、
③
印
鑑

諫
早
支
部

北
松
支
部

佐
世
保
中
央
支
部

本
部
青
年
部
幹
事
会

平成25年度
職業訓練指導員（48時間）講習のご案内
指導員免許を取得すると、当該職種の一級、二級の技能検定試験を受験する
際に、学科免除の特典があります。
1．平成25年12月3日・4日・5日・10日・11日・12日 計6日間
2．午前8時45分～17時30分
3．会場 西彼杵郡長与町高田郷547－21（長崎高等技術専門校内）

技能・技術向上支援センター会議室
4．受講料 15，000円
詳しくは、長崎県職業能力開発協会（095－894－9971）まで

インフルエンザ予防接種費用助成実施中！
長建国保加入者の方が対象 1，500円を超えた額を補助

錆錆びびれれたた包包丁丁もも大大変変身身
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